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されてきた。だがはたして家は家族なのか。この問いは 1950 年代から 70 年代にかけて展開され
た有名な有賀喜左衛門と喜多野清一の論争に見られるように、家族研究において重要な論点で
あった。 
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とを認めた 1869（明治２）年８月 24 日の太政官布告 794 号や、1871（明治４）年の戸籍法（壬
申戸籍）に基づく戸籍調査においてこうした用法が用いられ、1898（明治 31）年制定の明治民法
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国語研究所は、1877（明治 10）年 11 月からの１年間に『郵便報知新聞』で使われた語彙のリス
トを作成しているが、家族もそのリストに載っている。ただし、家族は使用頻度 10 以上の欄には
なく、「偶然性の働く可能性が高い」とされる１～９のランクに掲載されている（国立国語研究所
1959）。ちなみに、家は使用頻度 70、家内は 10 である。この当時、家族よりも家内の方が一般的
な語だったのだろう。 
 国語辞典に家族が見出し語として載るのは、1888-89（明治 21-22）年の高橋五郎『いろは辞 
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表１ 国語辞典  














1881（明治 14）年  
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表２ 英和辞典 
 
 family house household 
諳厄利亜
あ ん げ り あ
語林大成 本木正栄編  
1814（文化 11）年 
氏ノ姓、家眷、由緒、親族 イエ なし 
英和・和英語彙集  
メドハースト 1830 年 
なし イエ、イヘ なし 
英和對譯袖珍
しゅうちん
辭書 堀達之助  
1862（文久２）年 
眷属ノ者、親属 家 眷属 


















和英語林集成（英和の部） 第２版  




































































1885（明治 18）年 〔国会〕 
家属、親族  家、邸宅、家系 家事 
和英英和語林集成（英和の部） 第３版





















明治英和字典 尺振八 1884（明治 17） 
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ミリイ」と訳し、石橋政方の『改正増補英箋』（1861 年、万延２年）は、「親族」に family の語
を当てている。つまり、以上の辞書で family に該当するものと見なされた語は、やからや家内、
親族、家眷、眷族であって、家族ではなかった。 




family の和訳として家族が登場するのは、1886（明治 19）年の第３版である。 
 日本人が作成した英和辞書において最初に family を「家属」と訳したのは、ナットール
（P.A.Nuttall）の英語辞典を翻訳した知新館訳『英和字典』（1872 年、明治５年）ではないかと
思われる(8)。オウグルビ （ーJ. Ogilvie）の英語辞典を原本とした翌 1873（明治６）年の柴田昌吉・
子安 峻たかし『附音挿図英和字彙』も、family の訳語として第一に「家属」を挙げるとともに、household
と house の訳語にも「家属」を採用している。 
 サトウ（E. M. Satow）と石橋政方の『英和俗語辞典』は、初版（1876 年、明治９年）では family
の訳語として家族を採用しなかったが、３年後（1879 年、明治 12 年）の２版では家族を載せて
いる。なお、同辞書のタイトルにある「俗語」は、The Spoken Language の訳である。 
 また、井上哲次郎は、イギリスのフレミング（W. Fleming）の哲学辞書をもとに『哲学字彙』
を出版している。これは、英語の学術用語に該当する日本語の語彙を収録したものだが、その初
版（1881 年、明治 14年）には family も家族の語もなく、Kin に「眷族」の語が当てられている。
だが、３年後の改訂増補版（1884 年、明治 17 年）には Family が採用され、「類属」「家族」と記
される。家族が family に該当する学術用語として位置づけられるのである。 
 
(4) 翻訳語としての漢語 


























いたのは、家族ではなくて主に「家眷」や「家室」であり、connection や kindred が「家属」（ま
たは「家族」）だったのである(9)。 












年）が、はじめて家族に family の語を当てる。その後、知新館の『英和字典』（1872 年）と柴田・
子安の『附音挿図英和字彙』(1873 年)が family の訳語に「家属」を挙げ、1880 年代半ば以降に
なると、多くの辞書が家族を family の第一の訳語として載せるようになる。ヘボンも明治以降に
流布した新漢語を新たに多数収録した 1886 年の第３版英和の部で、はじめて家族を family の訳
語に挙げる。以上のことからすると、家族が family の訳語として定着するのは 1880 年代半ば、
明治 10年代末であると思われる。 
 また、前述のように、井上哲次郎は 1884（明治 17）年の『改訂増補哲学字彙』で、家族を family
に該当する学術用語として位置づける。井上がこの『改訂増補哲学字彙』で、自ら訂増したロブ
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シャイドの辞典（1883 年）に倣わずに、family に家族の語を当てたのは、この当時すでに家族と
いう訳語がかなり使われていたからだろう。この点については後述する。一方、国語辞典に家族
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263 頁）。つまり、幕末から明治初年の辞書で family に置き換えられた語は、いずれも family や今
日の家族よりも広く、使用人などの非血縁者を含む一家の構成員、あるいは親族・同族を含むか、
それらを指すことばだった。 

























































明確に区分されるようになるのは、1898（明治 31）年の民法と翌 1899 年の商法制定以後のこと
だろう(16)。 
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を Family と訳したが、同時に、家（Iye）を A house, a family と訳し、家柄（The kind of family, family 
line or rank）、家筋・家系（Family line, lineage, pedigree）などの説明にも family を用いた。また、
知新館社の『英和字典』と柴田・子安の『附音挿図英和字彙』は、それ以前の辞書で家、堂、家
筋などと訳されていた house に、「家属」という訳語を加えた。そして、家族が family の第一の訳










ズ社の学習用教材である Political Economy（1852 年）を翻訳し、1868（慶応４）年に『西洋事情
外編』と題して出版する。関口すみ子は、その際福沢は family と family circle を「家族」と訳出
し、「身内の者・一門を意味する漢語」であった家族を「親と子からなる親密な集団」として再定
義したと指摘する（関口2007：7-9 頁、13頁）。 
 『西洋事情外編』を見てみよう。第一巻の「家族」（THE FAMILY CIRCLE）と題する短い章は、
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 つまり、家族（family）は夫婦によって営まれ、子は夫婦によって「弱冠」（the years of maturity）
に至るまで養育される。このような夫婦親子の「団欒」(the best affection, the happiness)こそが「人
間の交際」（social economy）の基本であり、「天の道」（a dictate of nature）であって、家族が相



























1 巻：107、112-113 頁）。また、1877 年に出された J. J. ルーソー著・服部徳訳『民約論』では、
家族ではなく「一家」や「一家ノ社会」ということばが用いられている〔30：６頁〕(17)。 
 family のあり方について直接論じる翻訳書が相次いで出版されるようになるのは 1870 年代末、
明治 10年代に入ってからである。この時期出された翻訳書としては、前掲の J. J. ルーソー著『民
約論』（1877 年）、チャンブル編・高橋達郎訳『百科全書』（1878 年）、C. E. ビーチャル・
H. B. ストウ著・海老名晋訳『家事要法』（1881 年）、A. ジウルダン著・織田小覚等訳『仏律
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 おわりに 
 幕末から明治初年にかけて、家族は family に該当する語として使われ出す。1867（慶応３）年
に出されたヘボンの『和英語林集成』は、Kazoku を Family と訳し、福沢諭吉は、翌 1868 年の『西
洋事情外編』において、家族（family）とは「夫婦親子団欒一家に居るもの」であり、家族こそ
が「人間の交際」の基本であって、家族の集合が「一種族又は一国の人民」であると明言した。
英和辞典では 1872（明治５）年の知新館社訳『英和字典』が最初に family の訳語に「家属」の語
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（付記）本稿は下記の拙稿をほぼ全面的に書き改めたものである。 








                                        




産業革命を経た 19 世紀半ばごろであるとされる（小野 1992）。 
 なお、本稿では原本に付いていたルビはカタカナ（ただし省略したものもある）、筆者が付けたルビ
は平仮名で記した。また、国会図書館の「近代デジタルライブラリー」を参照した場合は、〔 〕内に
コマ数とページを示した。たとえば、〔1；2：3 頁〕とあるのは、第１冊の 2 コマ目で、3 ページを表す。 
(2)  親族研究をリードしてきた文化人類学では、1970 年代以降、普遍的で通文化的な親族概念を前提とした
研究に対して根底的な批判がなされてきたという（瀬川 1997）。その結果、「もはやある意味で、親族研










お、1868 年に出された『内外新報字類』『新令字解』『日誌必用御布令字引』『内外新聞画引』の 4 つの
漢語辞典には、家族という見出し語は掲載されていない（湯浅 1999）。 
(4)  本稿では中島広足の増補版（1887 年）を参照。中島広足が増補した語には〔補〕の印が付けられている
が、「いへひろし」にはその印がないため、この説明は石川雅望によるものと思われる。 
(5)  高橋五郎の『いろは辞典』については、「和漢雅俗」（1888-89 年）、「漢英対照」（1888 年）、「増訂二







年）には、familie という見出し語はなく、huisgenoot と huisgezin（huis は家という意味）が「眷族」と
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訳されている。また、イエズス会によって出されたポルトガル語の『日葡辞書』（1603-04 年）には、
親類（Xinrui）と親族（Xinzocu）はあるが家族は載っていない。 
(7)  改定増補版である堀達之助『改正増補英和對譯袖珍辭書』（1867 年）と、薩摩学生『大正増補和訳英辞
林』（1871 年）でも、表 2 の訳語に変化はない。また、表 2 には載せなかったが、荒井郁之助編『英和





年）、中村順一郎『独逸単語篇和解』（1871 年）、中村雄吉『普語箋』（1871 年）。 






















様、本家分家関係にある同族を表す語だったという（大竹 1982：92、97 頁）。 
(13) 前田勇の『江戸語の辞典』は、眷属について「六親以外の同族」「家族全員。家族」「従僕家隷」という
三つの意味を挙げ、「六親」を「父・子・兄・弟・夫・婦」または「父・母・兄・弟・妻・子」とする
（前田 1979：369 頁）。後者は『雅言集覧』と同じだが、前者は『雅言集覧』とかなり異なる。 
(14) 森岡健二はヘボンが日常語を多く採用したことについて、社会的背景の異なる「外国語を日本的な概念
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の法である民法と経営の法である商法が、家の系譜と経営を分離させたと指摘する（米村 1999：159 頁）。 





ル」と述べる（片山 1974：54 頁）。だが、山鹿素行は『武教小学』（1656 年）で、王吉
おうきつ
と
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